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「喜界島方言の音 」 

喜界島方言の音  

  

 

１  

 

 喜界島の方言は， と で特 がかなり異なっている。 え ， では 音の種

類が i， ï，u，e，ë，o，a の 種類であるのに し， では i，u，e，o，a の 種類

である。また，「 」が ではpanaないしɸana と発音されるのに し， ではhana 
と発音される。 と のこのような違いを して，中本・中 （ ）では，喜界

島 を奄美 島方言， 島方言などと一 にして 奄美方言とし，喜界島 を沖

島方言， 島方言などと一 にして 奄美方言としている。 

 

１ 方言の （中本 ・中 1984 による）  

             東日本方言  

       本 方言  日本方言  日方言  

    本方言  方言  

      方言  

                奄美 島方言  

          奄美方言  島方言  

日本 方言      奄美方言    喜界島 方言  

          喜界島 方言 

    方言      奄美方言  沖 島方言  

                 島方言  

  方言      沖縄方言  

      沖縄方言  

        沖縄方言  

      古方言  

    方言  八 方言  

      国方言  

 

 
 

本 では，2010 年 9 月に実 した喜界島方言の調査データをもとに，小 ， ，

， ，上 ， ， ，中 ， の 地点の音 ・音声を概 する。  
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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島方言調査報告書 
 2011 年 8 月 15 日 国立国語研究所 

２ の 法  
 

以下では，喜界島方言の 的な を上 ながら音 の特徴を ていくが， に

の表記の方法について 明しておく。まず， はす て国 音声 （ IPA）で表記

する。だれでも めるようにするためには， タ を 記する必要があるが，ここでは

とりあえず，国 音声 の で表記した。 

次に，表記上の注 点について述 ておく。それぞれの音の やバリエーション，音

的解 などについては，各 目のとこ で 明する。 

音について。 来，喜界島方言の 音は，i，ï，u，e，ë，o，a の で表記され

ることが多かったが，このう ï については，本報告書では ï ではなく を いる。

の調査の では，「目」「手」「 」などの語にあらわれる 音の中 性がそれ

ほど くなく，中 音の ï というよりも， 音の と える方がよいと し

たからである。 
 音が語 にくる場合， は に声 音を う。これは「 」で表記する（

a， i）。ただし，語 の声 が まって発音される場合がある。そのような場

合には，「 」を けずに，a，i のように表記する。 
 語 の 音（ 音・ 音）には， 化音（ 音）と 化音（有 音）

の２種類があらわれる。また， のような 音にも 化音があらわれる。 化

音は， 音の に「 」の 記 を けて表記し（ ， ， ）， 化音

は 記 を けずに表記する（ ， ， ）。 化音は なり小なり 音を

って発音されるので，「 」の 記 を けて表記するという立場もあるが，す

ての 化音に「 」を けるのは であるし，「 」が いていないことによっ

て 化音と することができるので， として 化音には「 」を けず

に表記する。 音が く こえる場合にの ， 音の に「 」を けて表記する

（ ， ）。 
 語中では 化音・ 化音が 立せず，普 は 化音があらわれる。 って，

本来なら 語中の 音の 音す てに「 」の 記 を ける きであるが，表

記が になるのを けるために，「 」の 記 は した。ただし， 化が

い場合には「 」の 記 を ける。その 果，語中の 音には「 」が いてい

るものと いていないものが することとなったが， 者は音 的な違いではな

い。  

と を にまとめておく。 
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          化音 ， ， で表記する。 
      語   
          化音 ， ， で表記する。 
       ただし， 音が い場合は ， で表記する。 

音      
      語中    は 化音だが， ， ， で表記する。 
      ただし， 化が い場合は ， で表記する。 
 

 クセントは次の記 であらわす。 音調の上がり目。 音調の下がり目。 

この他， や 数 ， の 方法については以下の り。 

 調査時 の で質 しなかった 目には「 」を，質 したけれども が

られなかった 目には「NR」を記 する。 

 数 や語形に れがある場合，同一 者内での や れについては「 」で

って語形を 記し，異なる 者 での違いや れについては「 」で って語

形を 記する。地域による は「・」で って２語を 記する。 

の 目 は， 集の「基 語 １」の 目 である。 を「基 語 ２」

から った場合は， の に「2-」を けて「2- 」のように表記する。 

 

 方 の  

 

１ の研究  

来の研究では，喜界島 では 音が ないし 種類， では 種類と言われてい

る。中本（1976）によると，このような 音 は次のようにして成立したという。まず，

中本（1976）では， の 方言の 音の 発点を i，u，e，o，a の 音において

いる。ここ 音 au の 合によって  が発 し，これにより，o u の 化が き こ

される。これと 行して， 音でも 音 ai の 合によって  が ，e ë ï の

化が き こされる。  と  はその ，o  ，e  として し，i，ï，u，e，o，a の
音 ができあがる。これにさらに 音 ae ë  が わったのが， 奄美方言の

音 である。その ， 奄美方言では中 性が失われ，ï は i に合 ，ë は e に合 し，

i，u，e，o，a の 音 ができあがった（ ）。 
 

２ 奄美沖縄方言の 音の （中本 1976 より）  
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３．２ 母音の特徴  

母音の種類は，喜界島北部では７種類，喜界島南部では５種類である。ただし，表記法

の箇所で述べたように，「目」「手」「根」などの語にあらわれる母音は，それほど中舌性が

強くない。従って，以下では ɪ で表記する。また，同じ地域でも，直前の子音との関係で

母音の発音が異なる場合がある。以下，９地点の母音を比較しながら，（１）狭母音，（２）

半広母音，（３）広母音の順で見ていこう。  

 

（１）狭母音  

 狭母音は，北部の小野津，志戸桶では i，ɪ，u の３種類，それ以外の地域では i， u の
２種類である。まず，北部でも南部でも i であらわれる語を表 1.1~表 1.5 にあげる。  

これらの i は，東京方言の i に対応している。ただし，志戸桶では表 1-1 の「実」，「網」

にみられるように，両唇音 mのあとでは ɪ があらわれることがある。また，表 1-5 の「汗」

「風」の i は，東京方言の e に対応している（網掛け部分）。  

 
表 1-1 母音 i 
  項目番号 
    単語 
地域 

7 6 101 118 162 131 177 
日 実 耳 網 味噌 波 海 

①小野津 [pi [mi]ː mi[mi a[mi mi[su na[mi ʔu[mi 
②志戸桶 ti[da [mɪ]ː mi[mi ʔa[mɪ mi[su na[mi [ʔu]mi 
③塩道 [ti]da(太陽) mi[ː mi[mi a[mi mi[su na[mi [ʔu]mi 
④坂嶺 [pi]ː [mi]ː mi[mi ʔa[mi mi[su na[mi [ʔu]mi 
⑤阿伝 [ti]da(太陽) mi[ː mi[mi a[mi mi[su na[mi [ʔu]mi 
⑥上嘉鉄 çi na[ɾi mi[mi ʔa[mi mi[su na[mi [ʔu]mi 
⑦湾 -- mi[ː mi[mi ʔa[mi mi[su na[mi [ʔu]mi 
⑧中里 çi[ː／[çi]ː mi[ː mi[mi ʔa[mi mi[su na[mi [ʔu]mi 
⑨荒木 çi[ː mi[ː mi[mi a[mi mi[su na[mi [u]mi 

 
表 1-2 母音 i 
 項目番号  
   単語  
地域 

83 48 199 2 66 76 
紙 首 足袋 血 道 蜂 

①小野津 [ha]bi [nu]bu[i ta[bi [ʨˀi]ː [mi]ʨi [pa]ʨi 
②志戸桶 ha[bi [kˀu]bi [ta]bi [ʨi]ː／[ʨiː [mi]ʨi [pa]ʨi 
③塩道 ha[bi kˀu[bi [ta]bi ʨˀi[ː mi[ʨi pa[ʨi 
④坂嶺 ha[bi kˀu[bi [ta]bi ʨi[ː -- -- 
⑤阿伝 ha[bi nu[bi]ː [ta]bi ʨi[ː mi[ʨi pʰa[ʨi 
⑥上嘉鉄 ha[bi kˀu[bi [tʰa]bi ʨi[ː mi[ʨi [ha]ʨi[ː 
⑦湾 -- kˀu[bi [tʰa]bi ʨˀi[ː mi[ʨi -- 
⑧中里 ha[bi kˀu[bi [tʰa]bi ʨˀi[ː mi[ʨi [ha]ʨi[ː 
⑨荒木 ha[bi kˀu[bi ta[bi ʨi[ː mi[ʨi [ha]ʨi[ː 
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表 1-3 音 i 

 
表 1-4 音 i 

 
表 1-5 音 i 

目  
語 

地域  

16 36 153 38 64 

     

小  n i u u a n i  u n i a n i  u n i 
 n i  a n i  u n i a n i  u n i 

 n i  a n i  u n i a n i  u n i 
 n i  a n i  u n i a n i  u n i 
  ai  u n i a   u i 

上  n i  a i  u n i a i u i 
 n i ／n i u u a n i  o n i a n i  

中  n i  a n i  u n i a n i u n i 
 n i  a n i  o n i a n i u i／ u i 

目  
語 

地域  

49 125 32 252 
 時    

小  i u u i n i n i  u a i 
 i u u i i i u a i 

 i u  i i u a i 
 i u u i i i  
 i u u i i i u a i 

上  i u u i  i i u a i 
 i u  i i u a i 

中  i u  i i u a i 
 i u u i i i u a i 

目  
語 

地域  

161 31 197 96 75 

 ，     

小  i u hu i a i pi i／ ɸi i ha i 
 i u hu i a i pi i ha i 

 i u hu i a i pi i ha i 
 i u hu i a i pi i  
 i u hu i a i i i ha i 

上  i u ɸu i a i i i ha i 
 i u hu i a i i i  

中  i u ɸu i／hu i a e i i ha i 
 i u ɸu i a i i i ha i 
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次に，喜界島北部の小野津，志戸桶で ɪ，他の地域で i があらわれる語をあげる。  
表 2-1 母音 ɪ・i 

 
表 2-2 母音 ɪ・i 
項目番号  
   単語  
地域 

11 233 73 259 247 148 

手 表 筆 百足 情け 怪我 

①小野津 tɪ[ː [u]mu[tɪ pu[di [mu]ka[ʑi [na]sa[kɪ kɪ[ɡa 
②志戸桶 tɪ[ː [u]mu[tɪ [ɸu]dɪ [mu]ka[dɪ [na]sa[kɪ kɪ[ɡa 
③塩道 ti[ː [u]mu[ti pu[di／ɸu[di mu[ka]di na[sa]ki ki[ɡa 
④坂嶺 ti[ː [ʔu]mu[ti -- nu[ka]de -- kɪ[ɡa 
⑤阿伝 ti[ː [ʔu]mu[ti ɸu[di [a]mi[da]ː NR -- 
⑥上嘉鉄 ti[ː [ʔu]mu[ti ɸu[di mu[ka]de na[sa]ki kʰi[ɡa 
⑦湾 tʰi[ː [ʔu]mu[ti ɸu[de mu[ka]di NR -- 
⑧中里 tʰi[ː [ʔu]mu[ti ɸu[di [mu]ka[di -- ki[ɡa／kɪ[ɡa 
⑨荒木 ti[ː [u]mu[ti ɸu[di mu[ka]de -- ke[ɡa 

 
表 2-3 母音 ɪ・i 
項目番号  
   単語  
地域 

24 89 102 105 165 188 

根 胸 骨 脛 船 種 

①小野津 nɪ[ː [mu]nɪ pu[nɪ／ɸu[nɪ su[nɪ pu[nɪ ta[nɪ 
②志戸桶 nɪ[ː [mu]nɪ pu[nɪ]ː su[nɪ ɸu[nɪ ta[nɪ 

③塩道 
[hiɴ] pi[nʲi]ː 
(木の根の毛) mu[ni ɸu[ni]ː [muke]zu[ne 

(向こう脛) [ɸu]ni ta[ni 

④坂嶺 ni[ː／[mu]tu mu[ni [pʰu]ni [su]ni [pʰu]ni tʰa[ni 
⑤阿伝 ni[ː mu[ni ɸu[ni su[ni [ɸu]ni  ta[ni 
⑥上嘉鉄 [ni]mu[tu mu[ni [ɸu]ni su[ni ɸu[ni tʰa[ni 
⑦湾 nɪ[ː mu[nɪ [ɸu]nɪ su[ne [ɸu]nɪ tʰa[nɪ 
⑧中里 nɪmutu mu[nɪ [ɸu]nɪ su[nɪ [ɸu]nɪ ta[nɪ 
⑨荒木 mu[tu(元) mu[ne [ɸu]nɪ su[ne [ɸu]nɪ ta[ne 

項目番号  
   単語 
地域 

14 12 203 114 122 

屁 目 雨 豆 瓶 

①小野津 pɪ[ː／ɸɪ[ː mɪ[ː a[mɪ ma[mɪ ha[mɪ 
②志戸桶 pɪ[ː mɪ[ː ʔa[mɪ ma[mɪ ha[mɪ 
③塩道 pi[ː mi[ː a[mi ma[mi [ha]mi 
④坂嶺 ɸi[ː mi[ː ʔa[mi ma[mi [ha]mi 
⑤阿伝 pi[ː／ɸi[ː mi[ː a[mi ma[mi [ha]mi 
⑥上嘉鉄 çi[ː mi[ː ʔa[mi ma[mi ha[mi 
⑦湾 çi[ː mi[ː ʔa[mi ma[mi [ha]mi 
⑧中里 çi[ː mi[ː ʔa[mi ma[mi／ma[mɪ [ha]mi 
⑨荒木 çi[ː mi[ː a[mi ma[mi／ma[me [ha]mi 
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 小 ， の は，東京方言の e に している。 述のとおり， 来の報告書で

は，この 音は ï で表記される場合が多かったが，喜界島方言の は中 性があまり く

ない。表 1.1 1.5 の i が り 音であるのに し，この 音は 音の である。

の調査の から i と の ル を うと，小 方言では次のような をあ

ることができる。 
 
    i 実 目  a i a  pi 日 p （ 音， 音の違いあり） 
 

では に述 たように， の では 音が になるので， ル を

すのが しい。 ル ではないが，次のような がある。 
 

p pi u  u i a   na i a  
  
 喜界島中 の ， ，上 ， では， がほと どあらわれず，小 や

の i と がど らも i と発音される。 って，「実」と「目」，「 」と「 」はそれぞ

れ同音になり， されない。 
 

  小 ，    i  a i  a  

  ， ，上 ，  i i a i  a i  
 

喜界島 の中 では，小 や の i には i が し， には i ないし が す

る。表 2-1「 」，表 2-2「 」のように，同一語の発音が i と の 方で発音されること

から，「 」「 」にあらわれる i と はバリエーションの にあり，音 的には 立

しないと えられる。一方，「 」などの語にあらわれる i は，中 では に してい

て， との を れることはない。 って，中 では した i と，i ないし の を れ

る i があることになる。ただし， 音 n の では i ではなく， で している（表

2-3 の「 」「 」「 」「 」「種」）。これについては に述 る。 
 
  小   i  a i   a    pun  

 中   i i   a i  a i a   ɸun  

 
 の ， では，小 や の が，i ないし e で発音される。e は共 語的な

発音があらわれたのかもしれないが，他の集落ではこれらの 語に e があらわれることは

ないので， ， の特徴としてあ ておく。また， の 音が n の場合には があら

われる。n の の については，中 の とあわせて に述 る。 
 
  小   i   a i   a    pun  

   i i e  a i   a i a e   ɸun  
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 以上の喜界島 方言の 音の状 をまとめておこう。 
 
  東京     i  e  a i   a e   ɸune  
  小 ，    i    a i   a   ɸun  

  ， ，上 ，  i  i  a i  a i   ɸuni  

 中     i  i   a i  a i a  ɸun  

 ，    i  i e a i   a i a e  ɸun  

 
 次に， に保 した 音 n の の i， について て よう。 に述 たように，小 ，

の は，中 で i ， ， では i e であらわれるが，n の に っては，中 ，

， とも で している。つまり，中 ， ， でも n の では小 ，

と同 ように， 音に i と の２種類の 音があらわれるのである。 
 
   「 」  「 」  「 」   「 」  「 」  「 」 
  小  n inu u an i   un i    n    un   pun  
  中   n i    an i   un i    n u u  un   ɸun  
     n i    an i   on i    n     un   ɸun  
    n i    an i   on i     u u    une  ɸun  

 
 それと同時に，各地とも 音 i の では n の 音が 化して n  になっている。つまり，

n i と n は 音の違いによって されていると同時に， 音の 化の有 によっても

されているのである。 
 n の 化の有 という点でいえ ，i と の を持たない ， ，上 ，

でも 音が n の場合には， 音の 化の有 によって「 」と「 」が されている。 
 

   「 」 「 」  「 」  「 」     「 」  「 」 
  n i   an i    un i  hi  pin i     uni ɸuni  

       ai   u n i  ni ni u u uni ɸu ni 
  上  n i    ai   u n i   ni u u    uni ɸuni 
    n i   an i   u n i   ni         uni p uni 

  
な に， 者は「 」と「 」の発音の違いを明 に しており，調査者が「 」

の発音をま るときに，少しでも n が 化していると， が ない。また， (1941)

（ 集落を中 とする言 ）では，「「ネィ」は ni で の「 」と が

ある」（ 1941 18）と述 られている。 
 

 以上を すると，以下のようになる。 
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       「 ・ ・ 」  「 ・ ・ 」  
  小 ，     n i    n  
  ， ，上 ，   n i   ni 
  中 ， ，    n i   n  
 
小 ， に しては， がどのような 音であっても と の２種類の 音が

あらわれるので，n i と n の も， 音の違いによるとこ が きいと えられる。こ

れと 的なのが ， ，上 ， で，これらの地域ではどのような 音の で

も， 音には の１種類しかあらわれない。 って，n i と ni の は， 音の

化の有 （n と n）によって行われていることになる。 
 の中 ， ， に しては，n i と n の を 音の違いが支えているのか，

音の 化の有 が支えているのか， 方の解 の 性があるが，中 では なが

ら，n 以外の 音の でも があらわれる。 って，n i と n の違いにも 音の違いが

していると えるのがよいと われる。それに し， ， では n 以外の 音の では

があらわれない。そうすると，n のためだけに 音の種類を１つ やすよりも，n の

化の有 が n i と n の を支えていると える方がよいと う。 
 喜界島 方言の の 化については，すでに (2002)に次のような がある。

「この音声実態は以下（ 方言の語 ）に すとおり 音の実質による 立というよりは，

音 分の 化の有 による 立と なすことができる。 
   i   i u  u i  
  ネィ i   hani  uni  」（ 2002 6）  

 歴史的には，  

  小 ， のように，どのような 音の でも 音 i と が 立する 。  

  i の 化が進むが，まだ 全には が i に合 せず， と i を れている中 のよう

な状態（ただし，n の では ）。  

  i の 化がさらに進 ，n の を いて が i 合 した ， のような状態。  

  n の でも i の 化が進 ， が 全に i に合 した ， ，上 ， の

ような状態。n の では 音の 化の有 の違い（n と n）に と の違いが 映さ

れている）。 
のような をたどったものと われる。次には以下のような が される。  

  が 全に i に合 し，n の でも と i の違いの をとどめない状態。 
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次に， 音の u について て よう。喜界島方言の u は，東京方言の u と o に

している。地域によっては o があらわれることがある（表 3-2 の け 分）が，共

語的な発音が されたものと われる。また，ワ行の に 来する音が wu または u で

あらわれることがある（表 3-3 の け 分）。  

 

表 3-1 音 u 
目  

語 
地域  

40 86 133 177 59 89 

      

小  u i u a u a u i u i u n  
 u i u a u a u i u i u n  

 u i u a u a u i u i u ni 
 u i u a a u i  u ni 
 u i u a a u i u i u ni 

上  u i u a a u i u i u ni 
 u i u a a u i u i u n  

中  u i u a a  u i u i u n  
 u i u a a u i u i u ne 

 
表 3-2 音 u 

目  
語 

地域  

85 112 8 151 194 100 31 115 

音       ，   

小  u u u i u
 u  u nu u u i u hu i hu  

 u u u a u  u u u i u hu i hu  
 u u u a u  u  u u i u hu i hu i 
 u u u a u  u nu u u i u ɸu i ɸu i 
 u u  o    i u ɸu i ɸu i 

上  u u u a  u  u u i u ɸu i ɸu i 
 u u u a u   u u  ɸu i hu i 

中  u u u a  u  u u i u ɸu i／
hu i 

ɸu i／
ɸu

 o o u a o  u  i u u u ɸu i ɸu i 
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表 3-3 音 u  
目  

語 
地域  

34 38 36 33 175 

    おととい  

小  u u u na u u a  u i  u i  
 u u u na u u a  u a u i  u i  

 u u u na u a a ／ a ni  i a  u i ／ 
u i  

 u u u na u u a  u i  u i  
 u u u na u u a u i  

上  u u u na u u a u i u i  
 u u u na u u a  u i  u i  

中  u u u na u o a ／ u a u i  u i  
 u u u na u o a  u i   

 

 

（２） 音  

 音の種類は，喜界島 の小 ， では e，ë，o の 種類，それ以外の地

域では e，o の２種類である。これらは， 音としてあらわれるのがほと どで，歴史的

には 音の 合により まれたものである。表 4，表 5 に e と ë の をあ ておく。  

 

表 4 音 e  
目  

語 
地域 

47 58 2-40 104 185 91 

      

小  e  e  o e  u i ne  u u e
 e  e   u e  ne  a u 

 
e ／
e  e  o e  u e  ne  a u 

 e  e  o e  u i ne  a u 
 e  e  o e  i  ne  u u e  

上  e  e  o e  u i／ u e  ne  a u 
 e  e  o e  u i na e a u 

中  
e ／
e  e  o e  u e   a u 

 e  e  o e  u e／ u e  na e a o 
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表 5 音 ë  
目  

語 
地域 

68 202 210 2-156 

    

小  pë  ë  ë a  ɸe ni i 
 ɸë ／ pë  ë  ë i  ɸë ／ ɸë a i 

 he  e  e i e i p e  
 pe  e  i o  pe  
 pe ／ɸe  e   ɸe  

上  he  e  i e  he  
 he  e  i e  he a i   

中  he  e  i e  h  
 he  e  i e   

 
 表 4 の「 」「 」は語中の が になり， の が まった 果， 音 が た

もの（ a e a e ae ë e ， a e a e ae ë e ），「 」の u e  は
o ai（ ）を語 とする語，「 」の u u e  は o o ai（おとがい）を語 とする

語，「 」の ɸe ，ɸë  は pae（はえ）を語 とする語で，いずれも ae，ai をもととして

いる。「 」の語 はよく分からないが，「まえ たい」か。  

 小 と では， の 音が 音 p， ，ɸ の場合に ë （表 5 の け 分）が

あらわれやすく，それ以外の 音の では e があらわれやすいようである（表 ）。  
 
 次に，o は次のような語にあらわれる。やはり，ほと どが 音で，歴史的には，au，

ao などの 音の 合により たもの（「 」は  a o a o ao o ），あるいは

語 来の語である。  
 
表 6-1 音 o  

目  
語 

地域  

213 245 123 137 

(こう )   (たこ) 

小  ho i ho i o e o  
 ho i po i e o  

 ho i ɸo i o e ／ e  o  
 ho i po i a o o  
 ho i po i／ho i e o  

上  ho i ho i e  o  
 ho i ho i o e  

中  ho i ho i o ／ o
 ho i／ho i ho i e  o  
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表 6-2 音 o  
目  

語 
地域  

2-40 2-45 2-83 

   

小  o e  ɸa o i  o  
  ha o i  o  

 o e  p a o i o  
 o e  pa o i   o  
 o e  ɸa o i o u i ／ o  

上  o e  ha o i ／ o e a  o  
 o e  ha o i  o  

中  o e  ha o i  o  
 o e  ha o i  o  

 

 

（ ） 音  

 音はどの地域でも a の１種類である。表 7 に をあ る。  
 
表 7 音 a 

目  
語 

地域 

9 10 37 42 70 128 

      

小  pa  na  a i  a ne pa na a a 
 pa  na  a i  ha n  pa na a a 

 pa  na  a i  pa na a a 
 

pa ／
ɸa  na  a u ha ni／ a ni  a a 

 pa  na  a i ha ni p a na a a 
上  ha  na  a i  ha ni ha na a a 

 ha  na a i a i ha n  ha na a a 
中  ha  na  a i／ a u ha n  ha na a a 

 ha  na a i a i  ha ni／ha n  ha na a a 
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 方 の 目  

 喜界島各地の 音の音 目録を以下にあ ておく。  

 

音  

  小 ，      中        ， ，上 ， ， ，  

 i        u     i  i   u       i      u 

    a         a             a 

 
音  

  小 ，      中        ， ，上 ， ， ，  

i        u   i  i    u       i          u  

  e    ë    o       e     o         e     o  

    a           a             a  

 

 

 喜界島 方言の 音 （ 音）  

志
戸
桶

小
野
津

塩
道

坂
嶺

阿
伝

湾
中
里

上
嘉
鉄

荒
木

i (i/ɪ ) u 
a 

i u
a

i ɪ  u
a 

i ɪ  u
a 

i u
a

i u
a

i u
a

i u
a

i u
a
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 方 の  

 

１  

（ ） 音（ 音） p b ɸ 

 音には p，b の２種類， 音には ɸ がある。  

 まず，p と ɸ は 音 a，i，，u，e，ë，o の にあらわれる。 を表 8-1 8-4 にあ る。 
 
表 8-1 音 p 音 ɸ 

目  
語 

地域 

9 13 33 69 7 72 

    日   

小  pa  pa  pa n  pa u pi pi n  
 pa  pa  pa n i pa u i a pi n i／

pi i 
 pa  pa  pa ni／pa n i pa u i a pi n i 
 pa ／ɸa  pa ／ɸa  pa ni  pi  pi ni 
 pa  pa  pa ni p a u i a p i i  

上  ha  ha  ha ni ha u i i i 
 ha  ha  ha n     

中  ha  ha  ha n i ha u i ／ i  i n i／ɸi  
 ha  ha  ha ni／han  ha u i  i n  

 
表 8-2 音 p 音 ɸ 

目  
語 

地域 

96 249 14 166 68 245 

      

小  pi i／ ɸi i pi a i p ／ɸ  he a pë  ho i
 pi i pi a i p  pi a／ɸi a ɸë ／ pë  po i

 pi i pi a i pi   he  ɸo i
 pi i pi a i ɸi  pi a pe  po i
 i i ɸi a i pi ／ɸi  pi a pe ／ɸe  po i／

ho i
上  i i i a i i   he  ho i

 i i i a i i  a i  he  ho i
中  i i i a i i  i a he  ho i

 i i i a i i   he  ho i
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表 8-3 音 p， 音 ɸ 

目  
語 

地域 

73 95 165 227 146 
     

小  pu i p u u pu n pu u／ɸu u ɸu i 
 ɸu  ɸu u ɸu n ɸu u pu i 

 pu i／ɸu i ɸu u ɸu ni ɸu u u i pu i
  pu u p u ni pu u pu i 
 ɸu i ɸu u ɸu ni ɸu u  

上  ɸu i ɸu u ɸu ni ɸu u u i 
 ɸu e ɸu u ɸu n ɸu u  

中  ɸu i ɸu u ɸu n  ɸu u／ɸu u ɸu i／ 
u i 

 ɸu i ɸu u ɸu n ɸu u ɸu i 
 
表 8-4 音 p， 音 ɸ 

目  
語 

地域 

4 15 54 81 102 
     

小  ɸu  pu ／ ɸu p u i pu u pu n ／ɸu n
 ɸu  ɸu  ɸu i／ pu i pu u／ ɸu u pu n

 ɸu  i nino i hu i pu u ɸu ni  
 pu ／ɸu  pu ／ɸu pu u p u ni
 ɸu  ɸu  ɸu i ɸu u ɸu ni 

上  ɸu ／ ɸu  ɸu  ɸu i ɸu u ɸu ni
 ɸu  ɸu  ho i ɸu u ɸu n  

中  ɸu  ɸu  ɸu i ɸu u ɸu n  
 ho  ho  ɸu i i u ɸu n  

  

 p があらわれる地域は，喜界島 の小 ， ，中 の ， ， で（表

の け 分）， の上 ， ，中 ， ではこの に h があらわれる。 の p

も 性はかなり く， 音 ɸ と自 に する。また， する 音が u の場合，

特に東京方言の o に する u の場合には， でも p より ɸ が やすい（表 8-4 の「 」

「 」「 」「 」「 」）。  

 喜界島 では h の異音として ç と ɸ があらわれる。ç は する 音が i の場合，ɸ は

する 音が u の場合にあらわれる異音である。共 語的な発音かもしれないが，

では「 」「 」などの語に ho があらわれている。  

 

 次に，b は語 にはほと どあらわれず，もっ ら語中にあらわれる。語 の は小

， ， ， の i i a （ ）などに られるが，これは m の 化したものであ
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る。語中の b は東京方言の b に する にあらわれる。 音は a，i， ，u。以下

に をあ る。  
 
表 9 音  

目  
語 

地域 

253 98 106 2-43 191 

     

小  i i a a  u a u i a a ／
a a i  

 i i a  u a u i a a u u 
 

i i a ／
i i a  u a u i a a i u u 

 i i a  u a u i a a i u u 
 i i a  u a u i a a i  

上  i i a  u a u i  u a ／ 
u a  

 i i a a  u a u i a a i u u／ 
u a

中  i i a a  u a u i a a i  
 i i a  u a u i a a i u u ／ u u

 
 
（ ） 音 m 

 音の は，東京方言の に している。 音 a，i，，u，e，ë，o の に立 ，

地域 はほと どない。表 10-1，10-2 に をあ る。「 」では 化した があらわ

れている（表の け 分）。中 の a は，語 の 化音が語 の として発音さ

れたものと われる。 
 
表 10-1 音  

  

目  
語 

地域 

109 114 129 132 101 118 
  島     

小  a a a  i a pa a i i a i 
 a a a  i a pa a i i a  

 a a a i i a pa a i i a i 
 a a a i i a pa a i i a i 
 a a a i i a pa a i i a i 

上  a a a i i a ha a i i a i 
 a a a i i a ha a i i a i 

中  a a a i／ a  i a ha a i i a i 
 a a a i／ a e i a ha a i i a i 
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表 10-2 音  
目  

語 
地域 

59 194 202 8 133 
     

小  u i u u ë  u  u a 
 u i u u ë  u  u a 

 u i u u／a e  e  u  u a 
  u u e  u  a 
 u i  e  o  a 

上  u i u u／a e  e   a 
 u i u u e  u  a 

中  u i u u e   a  
 u i o o／ o o e  o  a 

 
２  

（ ） 音 t   d 

 音には，t， ，d がある。  

t に する 音は a，i， ，u，e，o。 を表 11-1 にあ る。  
 
表 11-1 音  

目  
語 

地域 

21 86 11 233 60 85 257 137 
  手  おもて   音    

小  a  u a  u u u i u u pa e  o
 a  u a  u u u i u u pa e  o

 a  u a i  u u i u i u u pa e  o
 a  u a i  u u i u i u u pa e  o
 a  u a i  u u i u i u u pa e  o

上  a  u a i  u u i u i u u ha e  o
 a  u a i  u u i u i u u ha e  

中  a  u a i  u u i／
u u i u i u u ha e  o ／

o
 a  u a i  u u i u i／o i o o ha e  o  

 
 喜界島方言の ta は東京方言の ta に，t （ ）・ti（ ）は東京方言の te に，tu は東京

方言の tu と to に する。te，to は tae，tao などの 音に 来する音で， 音であらわ

れる。 に述 るように，東京方言の i に する音は，喜界島でも i と発音されるの

で，「手」と「 」は，喜界島 で t と i で， で ti と i  で されている。同 く，

東京方言の u に する音は，喜界島方言では u または u で発音されるので，「 」の

１ 目と「面」の １ 目は， u と u，または u と u で されている。ただし，
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地域によっては「面」の u の 化が まっている場合がある。その場合は「 」の u
と「面」の u がほと ど同 音になってしまう（ しくは 音 の 所 ）。  

 

 次に， 化した は 音 a，i，u の に立つ。「面」「 」などの u は，地域によっては

u と発音されたり， u の 化が まって u に発音されたりすることもある。「 」の

u と「面」の u との は，上に述 たとおり。 a， i は「一つ」「 つ」「 」など

の語にあらわれる。これらはもと語 にあった pi ɸi ，pu ɸu が 落した に に 化音が

たものである。 
 
表 11-2 音  

目  
語 

地域 

99 121 2-15 2-178 2-180 2-189 

面   小  一つ  つ   
小  u a u na u u i  

 u a u na u u i i u a u a i
 u a u na u u i i u a u ai
 u a u na／ 

u na u u i i u a u a i 
 u a u na u u i  

上  u a u na u u i i u a u a i
 u a u na／ 

u na u u i i u a u a i 
中  u a na a 縄 u u i i u a u a i

 u a u na u u i／
u u i i u a u a i 

 

d は共 語の d に している。 する 音は a，i， ，u，e。 を表 12 にあ る。 
 

表 12 音  
目  

語 
地域 

46 212 55 73 178 217 58 

    (かど) り   

小  u a u a i u i pu i a u u u i e
 

i a／ 
u a u a i u i ɸu  a u u u i e  

 u a u a i u i pu i／ɸu i a u u u i e
 i a u a i ha u u u i e
 u a u a i u i ɸu i a u u u i e

上  u a u a i u i ɸu i a u u u i e
 u a u a i u i ɸu e a u u u i e

中  
i a／ 
u a u a i u i ɸu i a u／

u i u u i e  
 u a u a i u i ɸu i a u u u i e
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d は基本的に語 には立たないが，「 」という語はどの地域でも de  と発音される。東

京方言との は，喜界島方言の da が東京方言の da に， （ ）・ i（ ）が東

京方言の e に， u が東京方言の do に するという である。喜界島中・ では，

東京方言の z が d であらわれるが，これについては次の z の 所で述 る。  

 

（ ） 音 s z 

 音には，s，z がある。s は東京方言の s に する にあらわれる。

音は a，u，e，o。 音が i の場合には，s は 音の になる。 を表 13-1，

13-2 にあ る。  
 
表 13-1 音  

目  
語 

地域 

45 168 2-60 27 200 55 47 

   下      

小  a a ha a a a u u u u i e
 a a ha a a a  u  u u u i e  

 a a ha a a a  u  u u u i e ／ e
 a a ha a a a u  u u  e  
 a a ha a a a u   u i e  

上  a a／ u a a ha a a a u  u u u i e  
 o a a ha a a a u  u u u i e  

中  a a／ a a ha a a a u  u u u i e ／ e
 a a a a a a  u  u u u i e  

 
表 13-2 音 ， 音  

目  
語 

地域 
      

  島    
小  o e  o e  i a i u u i a i 

 e  i i ／
u u a i a i u u i a i 

 o e ／ 
e  o e  i a i u u i a i 

 a o o e  i a i u u i a i 
 e  o e  i a i u u i a i 

上  e ／ 
e a  o e  i a i u u i a i 

 o e  o e  i a i u u i a i 
中   o e  i a i u u i a e 

 e   o e  i a i u u i a i 
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 s は地域による違いが 的少ない。だたし， では，他の地域の a， e， o を a，
e， o と発音する がある（表の け 分）。表 13-2 の「 」は，東京方言との

からいうと， では as ， では asi が されるとこ だが，実 には で

も でも a i になっている。 な に，言語地 学 研究会(1986)では，「 」に し

て で a ï， ・中 で asi， で as ， a が報告されている（ただし，「研究者

ごとの表記方法の若 のくい がいを く でいる あいがある」(p.7)という）。 
 
 次に，z は東京方言の z に する にあらわれる。 音は a，i，u。i の では

の i i であらわれる。表 14-1，14-2 に をあ る。  
 
表 14-1 音  

目  
語 

地域 

67 2-29 2-90 52 49 2-168 43 
い  

(か ) 
ほく  
(あ ) いさり    

( ) 
 

(きず) 
年  

(こぞ) 
 

( ぞ) 
小  ha a a a i a i i u i u hu u i u

 ha a a a i a i u i u hu u i u
  a a i a i i u i u hu u ɸu u i u
  a a i a i i u ɸu u／ u i u
 ha a a a i a i i u i u i u

上  ha a a a i a i i u i u ɸu u i u
  a a i a i i u i u hu u i u

中  ha a a a i a i i u／
i u i u ɸu u i u  

 ha a a a i a i i u i u ɸu u i u
 
表 14-2 音 ， 音  

目  
語 

地域 

2-134 96 2-50 213 2-140 75 

  
( ) 

  
(と ) 

 
(かう )   

小  a u u pi i／
ɸi i u i ho i i  ha i

 a u u pi i u i ho i i nu ha i
 a u u pi i u i ho i i  ha i
 a u u pi i u i ho i i ／

i   
  i i u i ho i  ha i

上  
a i u  
a a u a i u i i u i ho i i  ha i 

 a u u i i u i ho i i   
中  a u u  i i u i ho i i  ha i

 
a u u ／ 
a a u a u u  i i u i ho i ／

ho i i  ha i 
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z は地域による発音の が きい。概して，小 ， ， では または で発音

されることが多く， では の で， ， ，上 ， ，中 では

（表の け 分）で発音されることが多い（ただし，表 14-1 の「 」の ，各地 u な

いし zu で発音されている）。その 果， ， ，上 ， ，中 では，東京方言の

a と a  o と u と o がそれぞれ合 して a， u になっている。 え ，表 12 の u a
（ ）， u a i（ ）の a と表 14 の a a（ い）， a a（あ ほく ），i a i（い り）

の a は同 音，また，表 12 の a u（ ）， u u i・ u u i（ り）の u と表 14 の i u
（ ）， i u（ ），ɸu u・hu u（こぞ 年）の u も同 音である。 

それだけでなく，これらの地域では「 」も ha i となっていて（他の地域では ha i），
表 12 の u i（ ），ɸu i（ ）の i と ha i（ ）の i が同 発音になっている。このこと

から， ， ，上 ， ，中 では 音の 化（e i）が きる に の

化が きていたことが分かる。 
 

（ で） pu e   ɸu e ɸu i 
 （か ） a e ha e ha e ha i 

 （ 音の 化が 行した場合， a e ha e ha e ha i となり，ha i は ない） 
 

表 14-2 の「 」の語 音も ze に 来するが， ， ，上 ， ，中 でも i
とはならず， i となっている。語 という が している 性もあるが，おそら

く，この語が喜界島方言に り れられた時 が， の 化が きた だったからでは

ないかと えられる。 
 
 
（ ） 音 ，  
 音には ， がある。  は 音 u の にあらわれ，東京方言の に

している。 を表 15-1 にあ る。 
 （ ）の発音も地域により が きく， の小 ， や中 の ， の

では u で発音されることが多いのに し，中 の ， ，上 や の ，

中 では u で発音されることが多い。同一地域でも u と u を れており， u と u
の中 的な発音も多く かれる。また， 化が まっている場合もある。 
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表 15-1 音 （ ） 
目  

語 
地域 

99 121 141 183 219 
面   (つの)   

小  u a u na u nu a u a u  
 u a u na u nu a u a u  

 u a u na u nu a u a u o 
 u a u na／ u na u nu a u a u  
 u a u na u nu a u o 

上  u a u na u nu a u a u  
 u a u na／ u na  a u a u a u ／ 

a u  
中  u a na a 縄 u nu a u a o 

 u a u na unu a u a uo 
 

（ ）の の 所で述 たように，喜界島方言では「 」が u i・ ui と発音される。こ

の tu は 化音の tu であり，また u と しない。この点で「面（ u a・ u a）」の

t u， u とは される。ただし，「面」の t u の 化が まっている場合（表 15-2 の

け 分）には，「面」の u と「 」の u との が しくなる。  
 
表 15-2 「面」と「 」 

目  
語 

地域  

99 121 141 60 
面     

小  u a u na u nu u i
 u a u na u nu u i

 u a u na u nu u i
 u a u na／ u na u nu u i
 u a u na u nu u i

上  u a u na u nu u i
 u a u na／ u na u i

中  u a na a 縄  u nu u i
 u a u na unu u i／ o i

 
  は 音 i の にあらわれ，東京方言の に している。また，地域によっては

東京方言の i にも している。表 15-3 の「 」「 」「 」「 」などがその である

（表の け 分）。東京方言の i に する音が i であらわれるのは，中 ， の

， ， ，上 ， ，中 の特徴で， の小 ， では東京方言の i
に する音は i である。 
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表 15-3 音  
目  

語 
地域 

2 66 119 49 100 158 245 
       

小  i  i i pa i i u i u i i ho i
 i ／ i  i i pa i i u i u i i po i

 i  i i pa i i u i u i i po i
 i   pa i i u i u i i po i
 i  i i ha i i u i u i i po i

上  i  i i ha i i u i u i i ho i
 i  i i ha i i u i i ho i

中  i ／ i  i i ha i／
ha i i u i u i i ho i 

 
a i ／
i  i i ha i i u i u i i／ 

i i ho i 
 
 の には， 音 a，u，o が くこともある。表 15-4 に をあ る。「明日」「 」は

i （ は の 音， は の 音）という で が 化を こし， a， u と

なったもの，「 た 」「き うり」は， が になったものである。「 」の o は共

語的な発音かと われる。 
 
表 15-4 音  

目  
語 

地域 

235 2-44 92 172 246 148 

明日  た    き うり   

小  a a a a ／
a a a u i u／

i u  ɸo a  

 a a a a ／
a a a u i u i u i ho u ／

ho a
 a a a a ／

a a i a u i u ／
i u i u i ha a na 

 a a a a ／
a a i a u i u   p o o ／

ha a na
 a a a a ／

a a i a u i u  i u i  

上  a a a a  u i u  u i ha a na 

 a a a a ／
a a i a u i u  u i ho o  

中  a a a a ／
a a i a u  i u  u i ha a na 

 a a a a ／
a a i a u  i u  u i／ 

u i ha a na 
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 以上の 音につき，喜界島 方言の状態を しておこう（表 16-1，16-2）。まず，喜

界島 の小 ， では，「 」と「 」の １ 目が i と k i で されるが，

それ以外の地域ではど らも i と発音され， がない。また，「面」の １ 目が小

， ， ， では u と発音されるのに し， ・ ・上 ・ ・中

では u と発音される。次に， ， ，上 ， ，中 では，d と z が されず，

z が d に合 している。この点で他の方言と きく異なる。中 の は，「 」と「 」

の １ 目がど らも i と発音される点では などの方言と共 しているが，「面」の

１ 目を u と発音する点や d と z の がある点では，小 ， ， と共

している。 って，ここでは と を とまとめにして した。  

 
表 16-1 

  手    面  島    
小 ・  a  i i u u a i u 

・ ・上

・ ・中  a i i・ i u u a i u 

・  a i i・ i u u a i u 
       
表 16-2 

 
 

（ ） 音 n 

 音には n があり，東京方言の n に している。 音は，a，i， ，u，e。表

17-1，17-2 に をあ る。  

 n は 音 i の では， 化した n になる。n i と n の各地の状 と音 的解 について

は， 音の 所で述 たとおりである。n の に 音 a，u が くこともある（表 17-3）。

「 」「 日」は i n という で n が 化を こしたもの，「 わら」は u i a a
un i a a u n a a のような 化を こしたものと えられる。 

 
 

   かど   こぞ 
年

あ  
か  

  と  
 

小  a  u u u a i 
 a  u u u u u a a i i 

・ ・上

・ ・中  a i u a i i i 

・  a i u u u a i i 
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表 17-1 音 n 
目  

語 
地域 

10 70 116 140 248 185 
      

小  na  pa na nu a nu i i nu i ne
 na  pa na nu a nu i i nu i ne

 na  pa na nu a nu i i nu i ne
 na   nu a nu i i nu i ne
 na  p a na nu a nu i i nu i ne

上  na  ha na nu a nu i i nu iu ne
 na a i ha na nu a nu i i nu i na e

中  na  ha na nu i i nu i 
 na a i ha na nu a nu i i no i na e

 
表 17-2 音 n 

 
表 17-3 音 n 

目  
語 

地域 

136 2-162 2-101 234 

   わら  日  

小   n a a u n a a i n u  
 a a n a  n a a u n a a i n u  

 i n a n a a u n a a i n u  
 i n a  n a a u n a a i n u  
  u n a a i u  

上  i a  na a u n a a i u  
  n a a u n a a i n u  

中  i n a n a a u n a a i n u  
 i n a n a a u i a a i n u  

 

 目  
語 

地域 

16 36 153 24 89 102 

      

小  n i u u a n i  u n i n  u n  pu n ／ɸu n
 n i  a n i  u n i n  u n  pu n  

 n i  a n i  u n i hi  pi n i u ni ɸu ni  
 n i  a n i  u n i ni ／ u u u ni p u ni 
  ai  u n i ni  u ni ɸu ni 

上  n i  a i  u n i ni u u u ni ɸu ni 
 n i  a n i  o n i n  u n  ɸu n  

中  n i  a n i  u n i n u u u n  ɸu n  
 n i  a n i  o n i u u u ne ɸu n  
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（１ ） 音  

 音には がある。 音は a，i，u，e，o。語 には立たない。以下に をあ

る。  
 
表 18-1 音  

目  
語 

地域 

45 99 218 126 152 256 

 面     たらい  

小  a a u a u a i／
u a i u u i u a e  

 a a u a u a i u u i u a e  
 a a u a u a i u u i u a e  
 a a u a u a i u u i u a e  
 a a u a u a i u u i u i a e

上  a a u a  u u i u a e  
 o a a u a  u u  a e  

中  a a／ a a u a u a i u u i u a e  
 a a u a u a i  u u i u a e  

 
表 18-2 音  

目  
語 

地域 

2-45 2-22 

 こつ， りこ し  

小  ɸa o i  e o  
 ha o i  o  

 p a o i／ p a o i a u o  
 

pa o i  ／ 
pa o i a   i o  

 ɸa o i o ／ a ɸa 
上  ha o i ／ o e a  i o  

 ha o i  i o  
中  ha o i  i o  

 ha o i  i u o  
 

  

（１１） 音 k      

 音には 音の k， ， と 音の がある。  

k， は 音 a，i， ，u，e，ë，o の に立つ。表 19-1 19-4 に をあ る。（ ）

音の 所でも述 たように，喜界島 では「 」「 」の １ 目が 化した i
で発音され，中・ では i と発音される。その 果， では「 」「 」の １ 目
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と「 」の １ 目が i と で され，中・ では i と i で されることに

なる。「 」の が i に 化したのに って，中・ では「 」「 」の i の 音が

の の方 た になっている。 
 
  小 ，  i（ ） （ ） 
 （        i（ ） i（ ）） 
  中・     i（ ） i（ ） 
 
「 」「 」などの １ 目（東京方言では ku）と「 」「声」などの １ 目は，どの

地域でも 化音の u と 化音の u で されている（表 19-3）。  
 
表 19-1 音  

目  
語 

地域 

37 90 224 229 116 117 

 型      

小  a i  a a a a a a a i nu a pa a
 a i  a a a a a a a i nu a pa a

 a i a a a a a a a i nu a pa a
pa a e

 a u a a a a i nu a pa a／ɸa a
 a i a a a a a a a i nu a ɸa a 

上  a i  a a a a a a a i nu a ha a 
 a i  a a a a a i nu a ha a 

中  
a i／ 
a u a a a a a ha a i／

a a i  ha a 
 a i  a a a a a a a i nu a ha a 

 
表 19-2 音  

目  
語 

地域 

78 49 125 158 148 247 

  時    け  

小  
i i／ 

a u i i u u i i i a na a
 u a i u u i i i a na a

 u a i u  i i i a na a i 
  i u u i i i a  
  i u u i i i   

上  i i i u u i  i i i a na a i 
 i i i u  i i   

中  u a i u  i i i a／ a  
 i i i u u i i i／ i i e a  
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表 19-3 音  
目  

語 
地域 

64 130 174 225 196 241 
    声   

小  u n i u u u u u u i u i i u u
 u n i u u u u u u i u i i u u

 u n i u u u u u u i u i i u u
 u n i u u u u i u i  
 u i u u u u u u i u i  

上  u i u o o u u u i u i i u u
  u u u u i u i i u u

中  u n i u u u u u u i／
ɸu u i u i i u u／

i u u
 

u i／ 
u i u u  u u i u i i o o  

 
k， には，合 音の や 化した k  もあらわれる（表 19-4 のの け 分）。「

」「 日」「き うり」は， i という で が 化を こしたものである。 
 
表 19-4 音  

目  
語 

地域 

232 30 28 176 246 
   日  き うり  

小   e i a u  
 e o ë i a u i u i 

 e o a i o  e i a u i u i 
  e i a u  
  e i a u i u i 

上  e o e i a u u i 
  e ／ e i a u u i

中   e i a u u i 
  e i a u u i／ u i

 

 次に， と は，基本的には が語 にあらわれ， が語中にあらわれるという に

ある。語 の は，表 20-1 の「 」「 」「 」のように， ， に多い。 

 に しては， では 的 して があらわれるが，中・ では表 20-1 の「

（ ク っこ）」を き，  であらわれている（表では に けをしている）。

中・ では語中の が との を れることも多く， 音の が進 でいる。また，

音が i の場合，地域によっては i が n i・n で しているような語もある（表 20-2

の pin i・ in （ ），n in i （ ），表 19-3 の un i（ ），表 17-3 の u n a a （ わら）な

ど）。  
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表 20-1 音 ，  
目  

語 
地域 

36  184 229 148 135 

      

小  a n i  a a a a a a a i a i a
 a n i  a a a a a a a i a i a

 a n i  a a a a a a a i i a i a
 a n i  a a a a a a a i a i a
 ai  a a a a a i i nu 

上  a i  a a a a a a a i i a i a
 a n i  a a a a a a a i i a

中  a n i  a a a  a a ha a i／
a a i

i a／ 
a i a  

 a n i  a a a a a a a i e a i a
 
表 20-2 音 ，  

目  
語 

地域 

32 72 252 251 111 91 
    ( れ)  

小  n i n i  pi n  u a i u na a p i u u u e
 i i pi n i／ 

pi i u a i u na i p u  a u 

 i i pi n i u a i u na i pi u ／ 
ɸi u a u 

 i i pi ni pi u a u
 i i p i i  u a i u na i pi u u u e

上  i i i i u a i u na i i u  a u
 i i  u a i i u a u

中  i i i n i／ 
ɸi  u a i una i i u  a u 

 i i i n  u a i u na i i u a o
 
 

  

（１２）声 音  
 音が語 にくると， は声 音  を って発音される。ただし，声 が

まって発音される場合もある。以下に をあ る。  
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表 21 声 音  
目  

語 
地域 

260 28 29 40 85 

    音  

小  a u i i a i u i u u
 a u i i a u i u u

 a u i i a i i u i u u 
 a u i i a i i u i u u
 a u i i a i i u i u u 

上  a u i i a i i u i u u
 a u i i a i i u i u u

 a u i i a i i u i u u
中  a u i／ a u i i a i i u i u u

 a u i i a e i u i o o 
 

（１ ）声 音 h 

 の p が では声 音 h であらわれることについては，（１） 音（

音）の 所で述 たので，そのような h についてはここでは わない。ここでは，

で h があらわれる語を り上 る。  

 声 音 h は，語 にの あらわれる。 化の で語中に h または x が たと

される場合がある（ a e a e ae ë e  など）が， は語中に h や x

があらわれることは である。 音は a，i，u，o。 音が i の場合，h が にな

ることがある。また， 音が u の場合，ɸ になることがある。ただし，hi と i，hu と

ɸu の違いは であり， き りが しい。 の調査の では，データが し

ていて，この違いについて明らかにすることはできなかった。 の調査の である。 
表 22-1 声 音 h 

目  
語 

地域 

157 169 75 83 122 67 

     い  

小  ha a ha a ha i ha i ha  ha a 
 ha a ha a ha i ha i ha  ha a 

 ha a ha a ha i ha i ha i  
 ha a ha a  ha i ha i  
 ha a ha a ha i ha i ha i ha a 

上  ha a ha a ha i ha i ha i ha a 
 ha a ha a   ha i  

中  ha a ha a ha i ha i ha i n u i ／ n i u i
／ha a 

 ha a ha a ha i ha i ha i ha a 
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表 22-2 声 音 h 

目  
語 

地域 

168 42 87 138 103 178 
・      (かど) 

小  ha a a ne ha i ha ha  a u
 ha a ha n  ha i a a a a u

 ha a   a e
ha i a a a u 

 ha a ha ni／ 
a ni 

i i a i a i a a a ha u 

 ha a ha ni o na i
 ha i  a a a u 

上  ha a ha ni ha i a a a u
 ha a ha n  ha i a a a u

中  ha a ha n  i i a i ha i  a a a u／
u i

 a a ha ni／ 
ha n  a i ne  a i／

a e a a a u 
 
表 22-3 声 音 h 

目  
語 

地域 

22 1 31 115 213 
  ，    

小  h  i  hu i hu ho i
 i  i  hu i hu ho i

 hi  pi n i ／
ha ia i hu i hu i ho i 

 hi  e ／ 
ha a i hu i hu i ho i 

 i  i  hu i hu i ho i
上  i  i i  ɸu i ɸu i ho i

 i  i n i hu i hu i ho i
中  i  ha a i ／

ha a n ɸu i／hu i ɸu i／
ɸu ho i 

 i  i n ／ i i 
 ɸu i ɸu i ho i／

ho i 
 

上記の h は東京方言の ka，ke，ko に している。東京方言の ki と ku は， に述 た

ように， i（ ）・ i（ ），およ u で発音され，hi や hu にはならない。とこ

が，表 22-3 の「 」は， i や i ではなく h ，hi ， i になっている。このことからする

と，喜界島方言の「 」の 形は， i ではなく e と えなけれ ならない。これに し

ては，奄美 島の「 」が「 」と同 発音になっていることから，古代日本語で「 」

のことを と言っていたのではないかという上 (1955・1998)の がある。  

ただし，東京方言の ka，ke，ko に する 音がす て h で発音されるわけではない。

え ，表 22-2 の「 」「 （かど）」は h よりも k の地域の方が多い（ け 分）。ま
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た，表 22-4，22-5 にあ た語は，す ての地域で k になっている。どのような語が h であ

らわれやすく，どのような語が k であらわれやすいのかについては，他の 方言とも

しながら える必要がある。  
 
表 22-4 東京方言の a に する  

目  
語 

地域 

37 90 220 219 224 229 

 型  形     

小  a i  a a a a  a u  a a a a a i 
 a i  a a a a i a u  a a a a a i 

 a i a a a a i a u o a a a a a i 
 a u a a  a u   a a i 
 a i a a  a u o a a a a a i 

上  a i  a a a a i a u  a a a a a i 
 a i  a a i a u ／

a u a a a a a i 

中  
a i／ 
a u a a a a i／

a a i a uo a a a ha a i ／
a a i

 a i  a a a a i a uo a a a a a i 
 
表 22-5 東京方言の e， o に する  

目  
語 

地域 

148 196 205 225 18 

 声     

小  a u i  u u i e i e o 
 a u i u u u u u i u  

 i a u i  u u i u na 
 a u i u u u u u i u  
  u i i u u u i  

上  i a u i u u u u u i u  
  u i u u u u u i u na 

中  
i a／ 

a u i u u u／
u u u

u u i／
ɸu u i u  

  u i  u u i o na 
 

喜界島 方言の p，ɸ，h，k の をまとめたのが表 22-6 である（h， に けをする）。

の小 ， ，中 の ， ， に ，中・ の上 ， ，中 ，

では h の発音が多くなっている。「 」の １ 目が または i になること，「 」

の １ 目が になることについては，（１１）で述 た。 
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表 22-6 行と 行 
           

小  pa ha pi pi ɸi h  k i pu hu k u 

 pa ha pi p  çi k i ɸu pu hu k u 

 pa ha pi hi k i ɸu hu k u 

 pa ha pi ɸi hi k i pu hu k u 

 pa ha çi pi ɸi çi i ɸu hu k u 

上  ha çi i ɸu k u 

 ha çi i ɸu hu k u 

中  ha çi i ɸu k u 

 ha çi ki ɸu k u 

 

  

 音には w，j がある。  

w は 音の や 音の であらわれることもある。 音は a，i，，

u，e。wa は東京方言の wa に する にあらわれる。wi ，w ，  we は wai，ui，u な

どの 音が 合した 果， た音で，ほと どが 音であらわれる（ o e o e
oe u ui i ，上 ue u i ， い u ai i e ）。wu は，（１） 音

の 所で述 たように，ワ行の に 来する音にあらわれる（表 23-3 の け 分）。  

 
表 23-1 音  

目  
語 

地域 

110 186 224 103 182 

 わら     

小  a a a a a a a ha  a a 
 a a a a a a a a a a a 

 a a a a a a a a a a a 
 a a a a  a a a a 
 a a  a a a a a a a 

上  a a a a／ a a a a a a a a a 
 a a a a a a a a a a a 

中  a a a a a a a a a a a 
 a a a a a a a a a a a 
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表 23-2 音  
目  

語 
地域 

201 2-32 207 2-102 

 ・  上  お い  

小  u  u i a u  u e  
 u  u i a  ui a  u e  

 a e i  a a e  i  u e  
  a i  u e  
 u i／ i  i a i u e  

上   i a  i  u e  
  i i a  i  u e  

中  a u i a i  ui e  
 u i i a i  u e ／ u e

 
表 23-3（ 表 3-3） 音 w 

目  
語 

地域 

34 38 36 33 175 

    おととい  

小  u u u na u u a  u i  u i  
 u u u na u u a  u a u i u i  

 u u u na u a a ／ a ni  i a  u i ／ u i
 u u u na u u a  u i  u i  
 u u u na u u a u i  

上  u u u na u u a u i u i  
 u u u na u u a  u i  u i  

中  u u u na u o a ／ u a u i  u i  
 u u u na u o a  u i   

 
 は 音 a，i， ，u の にあらわれる。 a は東京方言の a に し， u は東京方言の u
と o に している。 i， は古語の 行のエに 来する音にあらわれる（表 「 」

「 」）。 
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表 24-1 音  
目  

語 
地域 

2-80 128 184 112 78 

     

小  a  a a a a u i u  i i／ a u i 
 a  a a a a u a u a 

 a  a a a a u a u a 
 a  a a a a u a  
 a  a a    

上  a  a a a a u a i i 
 a  a a a a u a i i 

中  a  a a a a u a u a 
 a ／ a  a a a a u a i i／ o a／ u a

 
表 24-2 音  

目  
語 

地域 

5 46 17 126 95 41 

      

小   u a u  u u p u u i u 
 i  i a／ u a u  u u ɸu u i u 

 i  u a u  u u ɸu u i u 
 e  i a u  u u pu u i u 
 i  u a u  u u ɸu u i u 

上  i  u a u  u u ɸu u u 
  u a u  u u ɸu u i u 

中   i a／ u a u  u u ɸu u i u 
 i  u a u  u u ɸu u i u 
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 方 の 目  

 に， 地点の 音音 の目録をあ ておく。[  ] は異音をあらわす。また，( ) は

その音が にしかあらわれないことをあらわす。  

 

方 方 の  
 音   p[p/ɸ]  b t  t    d  k k    

 音        

 音     s[s/ ] z[z/ / / ]   h 

  音   m  n[n/n     

  音      

 音     j   w 

 

方 の  
 音   p[p/ɸ]  b t  t     d  k k    

 音     ]   

 音     s[s/ ]    z[z/ / ]   h 

  音   m  n   n     

  音      

 音     j   w 

 

方 方 の  
 音   p[p/ɸ]  b t  t     d  k k    

 音          

 音     s[s/ ]    [ ]   h 

  音   m  n   n     

  音      

 音     j   w 

 

方 の  
 音   (p)   b t  t     d  k k    

 音           

 音     s[s/ ]    [ ]   h[h/ç/ɸ] 

  音   m  n   n     

  音      

 音     j   w 
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方 の  
 音   (p)   b t  t     d  k k    

 音     ( )  

 音     s[s/ ]    [ ]   h[h/ç/ɸ] 

  音   m  n   n     

  音      

 音     j   w 

 

方 の  
 音   (p)   b t  t     d  k k    
 音       ] 

 音     s[s/        h h ɸ  

  音   m  n[n/n     

  音      
 音     j   w 

 

方 の  

 音   (p)   b t  t     d  k k    

 音        

 音     s[s/ ]  z[z/ ]   h[h/ç/ɸ] 

  音   m  n    n    

  音      

 音     j   w 
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